
『
番
紳
問
答
記
』

隙

見

番
紳
間
容
認
亦
は
鎌
倶
詔
と
も
言
は
れ
、
法
華
料
遣
は
日
蓮
k
人
に
始

ま
る
と
す
る
文
献
の
第
一
で
あ
る
、
即
ち
「
本
朝
弘
長
，
蒋
有
＝
載
叶
日
ヲ

梁
川
一
迫
＝
之
人
二
日
入
一
コ
予
ヵ
租
家
一
一
問
口
一
昔
紳
選
イ
」
亦
「
弘
長
元
年
－
J

春

闘
基
安
岡
論
附
週
一
司
予
ヵ
八
代
先
施
策
盆
一
一
夜
レ
求
ニ
神
代
降
臨
ノ
之
紳
名
一
一
」

等
と
、
日
蓮
上
人
が
卜
部
俊
盆
に
就
て
神
遣
を
皐
ば
れ
、
此
に
依
て
後
世

mm商
法
強
引
神
遣
が
生
じ
た
と
す
る
、
然
し
て
此
の
問
答
認
は
明
膳
六
年
二

月
六
日
「
紳
滋
長
上
従
二
位
卜
部
品
京
倶
」
の
名
を
以
て
な
さ
れ
た
問
書
に

封
し
て
日
具
が
妙
本
寺
住
持
日
芳
に
代
っ
て
答
脊
を
な
せ
る
も
の
一
ど
あ
る

最
も
此
の
粂
倶
の
問
書
は
、
妙
本
寺
の
み
で
な
〈
、
本
園
寺
、
妙
蓮
寺
の

三
ケ
寺
に
同
時
に
愛
せ
ら
れ
し
も
、
一
人
妙
本
寺
日
芳
大
信
正
が
そ
の
答

書
を
先
住
日
具
師
に
諦
ひ
て
な
せ
る
滋
養
が
象
倶
の
窓
に
充
ち
〈
も
の
に

し
て
、
策
倶
は
此
に
劃
し
て
賀
札
を
奥
へ
て
「
官
寺
の
貫
主
具
公
法
眼
ノ

文
質
ナ
ル
ヲ
ャ
乎
外
典
ノ
オ
明
秀
後
ュ
況

Y
内
典
之
銭
仰
傾
皐
・

1
ヲ
ャ
哉
忽
チ
＝

開
ニ
八
高
法
磁
ヲ
於
一
巻
ノ
中
一
J
m
F消
コ
阿
十
オ
余
ヲ
於
一
時
ノ
問
一
中
時

・4

ナル

今
於
一
一
此
人
一
開
ニ
斯
言
一
天
斗
者
乎
袋
－
亦
誠
一
一
赫
遺
オ
健
一

既
一
一
入
一
コ
紳
書
ノ
臭
頗
↓
伍
旧
日
家
鱒
ノ
符
覚
イ
実
大
ナ
ル
哉
至
レ
ル
裁
可
レ
諮
ニ
千

殺
之
一
遇
↓
」
一
再
々
、
と
賞
讃
の
限
り
を
護
し
て
始
て
法
華
神
遣
を
公
認

せ
P
、
然
る
に
古
来
此
の
乗
倶
認
は
粂
倶
の
怨
す
る
所
あ
っ
て
の
謀
作
な

「
呑
紳
問
答
寵
」
隙
見

帯

藤

貫

誠

P
と
さ
れ
て
ゐ
る
、
即
ち
、
自
ら
唯
一
神
道
を
建
て
ん
と
し
て
、
殊
更
に

僻
献
を
構
へ
て
、
偽
遣
と
肺
遣
と
の
共
通
点
を
求
め
、
更
に
例
法
の
長
所

を
録
取
し
て
此
を
自
家
業
籍
中
の
物
と
し
、
神
遣
を
、
働
遣
の
上
に
置
か

ん
と
せ
る
計
費
的
の
下
に
、
諮
ら
れ
た
る
も
の
と
の
設
あ
る
も
、
乗
倶
が

妙
本
寺
と
同
時
に
同
ピ
内
情
廿
の
下
に
本
闘
寺
妙
蓮
寺
へ
渡
し
た
問
書
に
針

し
て
、
妙
蓮
寺
日
忠
の
「
興
ト
部
俊
倶
事
」
が
定

P
、
彰
山
崎
の
日
蓮
上

人
数
闘
略
史
（
四
七
頁
）
に
「
明
膝
六
年
四
月
サ
八
白
山
町
日
具
締
筆
呑
榊

勧
誘
令
週
替
の
末
文
が
妨
載
さ
れ
て
あ
る
も
。
官
平
保
問
年
・
了
義
建
師
の
改

訂
せ
る
も
の
と
は
相
達
す
る
も
兎
に
角
粂
倶
の
問
書
及
び
此
に
謝
す
る
答

書
は
あ
っ
た
で
あ
ら
う
事
は
承
認
さ
れ
る
、
扱
て
此
の
問
答
記
の
内
容
を

検
す
る
に
、
先
づ
そ
の
組
織
成
立
を
見
る
前
に
も
越
ベ
し
如
〈
、
「
榊
道
長

上
従
二
位
」
の
椅
式
を
以
て
「
安
岡
論
師
門
鵡
諸
流
御
中
」
に
向
け
ら
れ

た
る
「
乗
倶
の
問
書
」
主
此
に
劃
す
る
「
日
具
の
答
書
」
及
び
此
の
答
書

に
劃
す
る
賀
札
と
「
乗
盆
毘
」
及
び
「
＝
一
十
番
神
名
」
此
は
「
内
裏
守
護
」

「
法
華
守
譲
」
「
如
法
経
守
護
」
俸
と
分
類
せ
ら
れ
、
更
に
此
の
外
、
「
将
軍

塚
」
の
事
、
「
京
都
法
華
宗
週
却
院
宣
」
「
車
中
奏
朕
」
等
よ
り
成
ワ
て
ゐ
る

此
よ
り
奥
へ
ら
れ
た
る
紙
設
を
考
慮
し
つ
λ

そ
の
内
容
に
及
ぶ
事
と
す
る

「
凡
近
来
稀
－
一
番
純
一
列
ニ
其
名
一
有
二
三
十
社
一
品
叫
勘
訓
＝
件
ノ
旅
田
腔
イ
」
一
X
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「
番
紳
問
紳
介
記
」
隙
見

と
市
川
を
興
し
て
三
十
番
紳
の
来
照
に
就
て
、
会
る
延
久
年
中
日
制
山
桃
川
法

界
坊
に
於
て
南
側
常
阿
開
梨
良
正
が
長
日
仁
王
山
静
修
の
瑚
り
化
説
せ
る
鍵
山
怖

を
感
判
げ
し
て
惑
臼
終
夜
詫
記
す
る
所
の
料
名
と
、
地
神
第
一
一
一
代
の
愈
神
降

臨
の
際
、
関
体
護
持
の
一
冗
盤
、
金
関
山
日
之
番
制
と
し
て
供
米
せ
し
三
十
・

一
一
神
有
り
て
此
は
禁
廷
に
銭
り
玉
ふ
。
匁
に
於
て
山
円
川
宗
の
寺
内
に
一
一
一
十
番

紳
と
競
し
で
銀
守
に
崇
め
米
る
は
赴
何
の
紳
の
名
ぞ
。
作
お
し
樗
股
院
市
融
市

の
勧
請
せ
し
一
一
一
十
神
を
以
て
す
る
と
せ
ば
椛
鴨
川
線
乱
し
て
忽
ち
に
白
川
義
違

却
と
な
る
で
は
な
い
か
。
〈
是
附
一
」

特
に
弘
長
一
冗
年
一
本
間
甘
割
安
閑
論
附
が
L
T

日
間
一
本
八
代
の
先
、
品
品
府
批
に
遇
で
神

代
降
臨
の
紳
名
を
求
め
た
る
、
先
制
の
素
窓
よ
り
見
れ
ば
守
一
そ
れ
南
梁
良

正
の
総
跡
を
抽
出
ふ
要
が
あ
ろ
う
か
、
型
組
の
由
民
意
は
必
ず
や
天
上
降
化
の

紳
明
を
専
に
し
て
、
紳
代
の
朝
間
璽
を
移
し
て
、
仰
向
艇
の
筑
守
に
奉
安
せ
し

も
の
な
ら
ん
、
亦
此
の
義
に
あ
ら
ず
ん
ば
、
紳
窓
曾
テ
不
レ
可
L
垂
一
一
降
迩
一

之
向
柳
武
天
皇
ノ
格
式
也
と
一
百
ひ
て
闘
は
走
れ
神
間
、
君
は
是
れ
紳
自
民
、

上
一
人
よ
り
下
百
姓
に
歪
り
て
併
俗
男
女
、
否
が
紳
明
の
後
山
川
に
非
レ
英
・

き
れ
ば
そ
の
凶
一
柳
を
崇
む
る
は
常
然
な
り
、
開
来
安
同
開
論
的
の
素
意
此
に

在

P
と
思
惟
ん
る
も
疋
常
な
る
や
。
（
是
阿
二
）
ム
」
問
を
紡
ぷ
。

方
二
ケ
僚
の
問
に
封
し
備
中
、
野
山
妙
本
寺
日
芳
大
信
夜
、
先
住
日
具

師
に
箭
ふ
て
答
蓄
を
怨
す
、
即
ち
不
費
、
関
縁
の
二
符
町
民
如
よ
り
設
を
起

し
「
易
戸
ク
紳
ト
者
妙
一
一
メ
寓
物
寸
気
レ
一
一
日
一
疋
、
新
ノ
言
誠
一
一
紳
ナ
リ
也
誠
＝
妙
チ
り

也
者
能
歎
之
吉
也
、
市
内
物
者
所
歎
之
法
也
、
然
バ
別
料
者
，
只
円
正
レ
妙
法
蓮

禁
裕
之
直
緋
也
」
法
議
絞
に
「
品
目
附
則
正
法
」
と
言
ふ
正
法
と
は
直
直
の
妙

法
の
意
に
し
で
悌
泣
、
紳
治
問
問
人
民
俗
二
諦
夫
の
回
日
一
な
り
、
仰
法
に

ーじ
ノL

言
ふ
食
相
（
亦
は
訟
身
如
来
，
r
挟
ず
）
は
即
ち
締
法
に
於
け
る
法
性
神
に

し
て
祭
出
刷
の
内
讃
是
也
、
而
し
て
法
華
経
に
「
諸
天
堂
買
夜
常
岱
法
故
附
術

護
之
」
「
此
経
光
一
切
過
去
未
来
羽
布
諸
仰
神
力
所
誕
故
」
「
諸
仰
救
吠
者

住
於
大
神
通
抑
制
枕
衆
生
故
現
無
量
拍
脚
力
」
等
’
と
あ
る
は
即
ち
法
輩
出
昨
護
の

林
市
内
限
薮
景
に
不
拘
、
一
日
一
一
利
の
守
護
す
る
底
に
あ
ら
ず
し
て
詩
夫
常

に
例
〈
守
諒
し
で
義
・
夜
を
拾
で
ま
は
ず
、
一
一
一
十
紳
に
限
る
に
非
る
事
を
切

示
せ
る
も
の
な

H
、
出
向
る
に
営
宗
に
於
て
一
一
一
十
番
糾
を
銃
し
此
を
鎮
守
と

寸
る
は
「
番
流
濁
4
9
之
山
梨
義
他
人
不
共
之
科
助
也
」
と
前
泣
し
て
練
山
内
＼

食
義
の
山
町
在
之
が
品
川
に
、
南
町
4h
勧
請
の
名
川
町
を
川
ー
す
る
と
雄
、
意
同
地
巳
に

各
別
な
り
、
さ
轄
の
違
却
不
可
友
之
。
亦
縦
令
、
天
・
γ語
化
の
一
明
…
切
を
与

に
す
る
と
雄
も
冥
鮪
巳
に
是
一
也
、
何
の
不
可
有
ん
也
、
周
一
組
の
神
風
倫

相
恨
の
治
相
場
を
陥
つ
不
可
、
和
光
同
塵
の
故
に
契
機
の
伐
に
は
紡
キ
の
一
仰
と

知
れ
、
剥
械
の
銘
に
は
賢
一
呉
の
玄
扉
を
聞
い
て
仰
主
税
ず
る
也
3
C
O

神
仰

の
一
一
体
を
説
〈
。
線
出
併
の
義
に
就
て
本
書
に
別
す
所
を
見
る
に
、
夫
の
表

多
し
と
雄
、
今
凡
く
一
義
の
窓
を
恕
戸
、
と
し
て
、
「
凡
ソ
日
積
デ
而
岱
レ
月
月

累
テ
而
岱
レ
歳
、
月
八
在
英
中
間
一
一
向
粂
レ
日
ヲ
品
市
げ
リ
炭
ヲ
古
今
水
際
亦
以

如
レ
是
故
－
一
江
ク
課
一
J

一
月
一
一
一
旬
ノ
之
国
府
数
一
一
恨
－
一
籾
ヲ
一
一
一
十
番
一
利
↓
計
也
、

護
柿
非
レ
諮
レ
限
寸
子
三
十
壮
一
一
紳
謎
非
レ
謂
レ
限
一
一
子
一
二
十
円
一
者
也
。
」
一
五

今
と
、
即
ち
そ
の
意
知
る
べ
し
、
而
る
に
此
れ
蛍
家
深
秘
の
約
束
な

U

と
雄
も
何
一
一
住
の
義
に
し
て
、
更
に
再
往
資
義
の
口
語
あ
り
と
し
て
、
次

の
如
〈
一
引
し
て
ゐ
る
。
「
所
詮
三
者
三
諦
即
延
之
妙
法
也
ぃ
十
者
十
回
咋
依
一
止

之
常
体
也
、
番
者
十
界
三
諦
五
具
融
即
メ
而
無
寸
二
法
決
定
一
之
義
也
、
一
押

者
一
心
ノ
本
分
市
内
法
之
自
性
也
、
呼
レ
之
披
コ
ル
三
十
番
紳
↓
也
、

H
X
レ
別
法



韓
中
之
妙
勝
行
者
之
色
心
也
、
能
議
之
榊
明
、
所
護
之
妙
経
、
行
者
之
色
心

一
致
符
契
メ
而
全
グ
無
レ
二
無
レ
別
、
是
非
才
一
擁
護
之
歪
極
一
一
乎
是
レ
非
日
法

鼠
ノ
之
至
理
一
乎
」
一
五
キ
と
‘
再
往
貧
義
の
口
語
紗
窮
究
克
の
函
授
賞
家

深
秘
の
約
束
と
し
て
斯
の
如
き
義
あ
り
と
し
て
三
十
番
刺
に
就
て
常
一
水
調

特
の
解
懇
を
施
し
、
更
に
此

ω
＝
一
十
香
料
と
は
三
諦
郎
元
、
十
回
介
磁
刷
、

均
的
撃
の
妙
体
に
し
て
亦
行
者
の
色
心
な
り
、
能
誕
の
柿
と
、
所
護
の
妙
法

蓮
華
経
と
一
采
同
岡
市
闘
の
行
者
と
此
の
コ
一
、
金
〈
別
無

t
一
心
一
体
な
り
と

設
い
て
ゐ
る
、
以
上
が
郎
ち
繰
殿
、
資
義
の
二
義
で
あ
る
、
如
札
疋
冥
開
制
巳

に
一
に
し
て
神
品
川
一
体
な
る
が
故
に
、
蛍
家
勧
請
の
三
十
香
料
は
、
荷
物

mm盤
妙
に
し
て
、
宗
一
期
、
枇
殺
を
講
遜
せ
ざ
る
は
な
〈
、
朝
夕
、
法
味
を

献
じ
、
冥
加
を
仰
ぎ
、
其
の
－
W
を
貴
ぶ
の
で
あ
る
。
亦
法
華
宗
勧
請
の
一
例

明
以
外
の
飴
枇
の
参
拝
を
禁
ず
る
事
に
就
て
、
定
の
如
き
M

肝
睡
悼
を
お
し
て

ゐ
る
、
心
は
持
切
の
本
；
王
な
れ
ば
、
心
紳
を
傷
ま
し
む
る
事
勿
れ
。
神
別

を
心
外
に
求
む
可
か
ら
1
4
、
さ
れ
ば
夫
の
必
須
か
ら
〈
邪
惑
を
縫
っ
て
波

浮
で
な
げ
れ
ば
な
ら
ぬ
、
即
ち
紳
は
非
誼
を
受
給
は
ざ
る
が
放
な
目
在
し

て
、
法
華
経
と
紳
泣
と
夫
の
問
即
す
る
所
一
な
る
を
列
恕
し
て
ゐ
る
、
即
ち

法
華
経
に
「
問
十
品
開
年
未
刷
制
由
良
質
」
と
言
ふ
は
正
に
品
目
〈
を
名
て
郡
と
な

し
、
都
は
則
ち
良
資
に
非
ざ
る
放
な
り
。
亦
日
一
柔
和
質
広
者
別
背
凡
我

身
」
「
質
山
芯
柔
軟
一
心
欲
凡
仰
」
「
直
心
五
憶
町
医
法
治
同
不
泌
総
人
民
」

俸
と
法
華
三
部
の
設
悉
〈
正
位
を
以
て
訟
と
お
す
。
料
道
亦
、
立
同
じ
〈

「
紳
来
者
以
二
祈
西
岡
一
銭
レ
先
日
川
内
加
ハ
以
ニ
正
直
一
岱
レ
本
任
ニ
其
本
誓
一
皆

令
レ
後
一
一
大
治
こ
「
倣
レ
料
感
ハ
以
一
誌
問
調
印
一
局
レ
先
制
J
従
レ
正
或
己
主
ァ
銘
一
一

清
mw
乙
と
、
側
、
紳
同
じ
〈
邪

mを
絞
ひ
共
に
足
直
を
第
一
・
と
す
る
、
亦

「
番
糾
問
答
記
」
隙
見

科
別
の
和
光
同
塵
と
偽
陀
の
化
率
訟
と
夫
の
軌
を
一
に
し
、
利
生
の
大
滋

令
〈
同
。
紳
の
後
一
無
二
の
盟
。
仰
の
唯
有
一
乗
法
無
二
亦
無
三
の
説
、

利
は
高
言
の
雑
読
を
除
い
て
一
心
定
準
を
挙
げ
。
仰
は
正
直
捻
方
使
但
克

無
上
道
と
設
い
て
国
民
支
己
旧
制
の
後
に
は
雑
観
袋
帯
の
高
言
を
捨
て
、
為
無
上

正
直
の
大
道
を
設
く
と
お
す
、
此
を
要
す
れ
ば
神
仰
共
に
邪
を
棄
て
正
し

き
に
従
が
ふ
を
以
ア
道
の
大
本
と
お
す
者
で
あ
る
、
而
し
て
夫
の
正
直
の

大
本
は
即
ち
妙
法
蓮
華
経
是
也
、
故
に
此
の
内
政
在
其
上
の
妙
法
華
経
に
崎
町

〈
は
即
ち
邪
闘
の
至
絡
に
し
て
柿
に
品
目
〈
放
な
り
、
神
明
は
疋
斑
を
以
て

ル
ゆ
と
伐
ず
、
さ
れ
ば
民
自
の
妙
法
華
経
の
法
味
を
受
け
ざ
る
品
開
枇
は
此
れ

民
迷
神
に
し
て
一
極
す
る
も
此
を
不
許
と
、
即
ち

－

ノ

コ

ν

三

1

7

「
命
科
巳
一
議
ニ
詑
広
於
四
天
由
民
心
之
諒
一
一
而
蹄
コ
本
暦
～
一
給
之
保
有
－
一
子

文
一
一
不
レ
隠
故
一
一
禁
ユ
参
詣
等
↓
事
夏
一
一
非
ニ
私
曲
蔑
如
ノ
之
疎
略
一
偏
＝
是
レ

車
中
レ
仰
ニ
紳
詑
ノ
賞
」
故
也
仰
説
亦
於
一
一
貫
迷
紳
一
不
レ
許
一
二
龍
一
之
事
有
レ

之
是
則
仰
紳
之
道
無
レ
奥
「
之
故
欺
｝
一
五
キ
と
費
某
本
紀
に
出
る
倭
姫
命

の
紳
花
を
引
い
て
常
宗
に
於
け
る
品
札
参
禁
止
の
斑
由
は
会
〈
私
的
蔑
如
の

校
時
に
非
ざ
る
市
中
を
明
示
し
て
ゐ
る
、
而
し
て
「
仰
基
出
世
之
法
王
也
、

法
ハ
是
諸
典
之
中
ノ
玉
也
故
－
一
以
一
J

法
王
之
王
法
」
世
帯
レ
新
一
一
息
玉
之
王
道
↓

是
銃
非
計
画
蓋
相
際
之
天
九
一
一
感
態
安
ン
グ
庶
約
ナ
ヲ
ン
｝
と
述
べ
、
朝
国
比
に
於

て
此
の
妙
経
を
一
段
と
御
帰
依
有
ら
ん
に
は
天
長
地
久
刻
々
H
H
な
ら
ん
さ

れ
ほ
時
立
に
依
て
自
然
の
奏
上
に
預
ら
ぱ
芳
阜
の
至
り
、
開
著
た
る
べ
し

と
上
奏
を
乞
ひ
、
白
川
一
叫
が
吉
岡
山
家
八
代
り
先
鎌
盆
に
就
て
神
道
の
奥
義
を

授
け
ら
れ
た
事
に
封
し
て
深
世
間
の
感
謝
を
述
ペ
更
に
聖
一
組
が
凡
人
に
非
ず

し
て
田
制
緩
無
次
、
一
代
の
政
一
村
を
始
め
た
・
る
オ
箆
災
人
な
り
と
賞
読
せ
ら

4

ヒ
九



鶴

理E

れ
た
る
は
、
常
家
内
名
傍
末
代
の
ぬ
鏡
に
し
て
彼
の
高
信
俸
の
如
き
は
H
R

耳
目
に
鯛
れ
た
る
無
盆
の
害
な
る
事
に
言
及
し
、
此
の
御
記
録
は
備
に
骨

髄
に
徹
し
て
感
有
り
珍
重
珍
霞
恐
悦
恐
悦
謎
針
。
と
結
ん
咋
」
此
の
問
答
は

終
っ
て
ゐ
る
。

鶴

聾

脊
等
人
類
の
上
に
問
と
瞬
と
の
こ
が
訪
れ
で
来
た
c

地
球
の
表
商
・
が
地

獄
と
な
る
か
働
閥
土
と
な
る
か
の
分
岐
駄
に
世
界
各
闘
が
立
ワ
て
ゐ
る
。

其
の
巾
に
我
闘
は
樋
要
な
役
割
を
演
じ
な
が
ら
新
東
亜
建
設
に
着
手
し
て

ゐ
る
。
外
に
は
主
人
役
的
終
兵
寧
人
が
、
内
に
は
女
房
役
の
閥
民
一
般
が

総
て
が
暁
に
巡
遊
し
て
ゐ
る
、
一
億
の
闘
民
が
一
心
と
な
り
、
其
の
中
の

各
自
が
自
己
を
設
し
て
各
己
の
責
任
に
励
ん
で
ゐ
る
。
此
の
綾
な
意
味
か

ら
私
も
、
清
水
植
山
隼
墓
と
山
川
智
臆
居
士
と
の
問
に
嘗
て
論
争
の
撃
を

咲
か
し
た
「
宮
家
敬
血
中
に
於
け
る
己
心
議
論
」
の
一
備
に
簡
れ
て
み
よ
う

勿
論
此
廊
に
書
か
れ
る
見
方
が
私
本
来
の
立
場
で
は
な
〈
、
筆
の
勤
〈
に

委
ね
て
緩
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
野
に
溢
れ
た
水
が
目
的
も
無
〈
績

が
る
様
な
、
極
〈
騒
い
気
持
で
讃
ん
で
頂
け
ば
幸
甚
で
あ
る
。

r

x

x

 

爾
氏
の
異
見
は
親
心
本
象
抄
正
宗
分
中
の
四
十
五
字
法
旅
段
に
於
け
る

一
八

O

以
上
を
以
て
香
料
問
答
訟
の
隙
見
の
隙
見
を
彩
る
、
素
よ
り
浅
血
中
葬
オ

そ
の
良
窓
を
知
る
不
能
る
を
恥
づ
の
A
。
只
本
問
答
認
の
内
容
の
幾
分
な

P
と
も
問
介

L
待
た
と
す
れ
ば
、
余
の
品
中
ひ
此
に
過
ぎ
た
る
は
な
し
・

後
日
の
研
鏡
を
誓
ひ
て
同
筆
す
る
者
也
。
門
一
五
、
一
。
、
二
於
延
山
皐
寮
〉

書調

井

泰

行

巳
心
を
六
識
と
す
る
か
え
識
と
す
る
か
が
棋
本
問
題
で
あ
っ
た
で
あ
ら
う

が
其
の
職
火
の
及
ぶ
底
甚
だ
廃
〈
、
其
の
論
織
の
模
様
は
世
界
大
較
に
あ

た
P
、
人
心
に
驚
嘆
を
奥
へ
た
新
武
器
が
飛
び
出
し
た
様
に
、
雨
民
の
問

に
幾
多
新
設
を
後
見
し
た
様
で
あ
る
。
此
は
私
の
設
で
な
く
雨
氏
が
阪
に

相
互
を
評
さ
れ
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
。
問
題
は
順
序
と
し
で
親
心
本
軍
抄

の
短
銃
響
か
ら
這
入
で
行
か
う
。
此
れ
に
先
立
つ

T
別
側
の
問
題
と
し
て

私
建
は
我
闘
を
明
解
し
て
「
大
日
本
」
「
皐
御
風
」
「
瑞
穂
の
闘
」
｛
大
和
」

等
主
積
寸
に
叫
ぶ
が
、

E
れ
が

E
曾
で
、

y
－
れ
が
問
蓮
ひ
mq
あ
る
か
義
論

し
tr
事
が
あ
る
が
。
勿
論
何
方
も
設
P
で
は
な
い
だ
ら
う
。
次
に
本
論
に

就
で
言
ふ
と
、
「
如
来
滅
後
、
五
五
百
歳
始
観
心
本
命
抄
」
と
言
ふ
題
搬
に

就
て
古
来
か
ら
解
稗
が
種
4
臭
っ
て
ゐ
る
が
、
繭
氏
．
に
於
て
も
意
見
の
梅

田
叫
が
明
ら
か
で
あ
る
。

則
ち
清
水
倉
豪
の
訟
は
、


